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地質ニュース 661号

1．はじめに

平成の大合併によって全国的に村の数が急減して
いますが，東京都の島しょ部に七つの村があります．
伊豆諸島北部の新島と式根島からなる新島村もその
一つです．人口約3,000人の小さな自治体ながら，博
物館・ガラスアートセンターなどのユニークな村の施設
があります（第1図のA－C）．また，白っぽい流紋岩質
の火山島であるために，軽石質のコーガ石が採れ，
長く白い砂浜の羽伏浦

はぶしうら

海岸にはサーファーが，両島の
海岸温泉には入湯者が多く訪れます.

新島村は筆者の郷里であることから，筆者らによる
新島村博物館関連記事として，博物館の開館と地学
関係の展示物を地質ニュース529号（磯部, 1998），伊
豆－小笠原諸島の砂展開催を582号（須藤ほか,
2003）・584号（有田ほか, 2003），地域に関連した文
献リスト出版を623号（磯部・宮城, 2006）にそれぞれ
紹介してきました．本稿では，2006年3月末に定年退
職した筆者による，新島村博物館での地質の普及活
動を中心に紹介します.

2．最近の地質調査

新島村の地質は，福地（1902），津屋（1938），一色
（1987）によって明らかにされてきました．一色（1987）
による5万分の1地質図幅刊行後，伊藤（1993）をはじ
めとする大学関係の研究者によって詳細に調査され
ています．筆者は在職中，帰省などの際に地形・地
質の調査を短期間に実施しましたが，退職後郷里に
軸足を移してからは，時間を十分にかけ，しかも機動
的に調査ができるようになりました．地質の普及活動
に関連して，2006年5月以降に実施された調査の概
要を以下に紹介します.

2.1  火砕物中の基盤岩

火山島の新島における噴火は，流紋岩質マグマの
ために極めて激しく，地下深くにある基盤岩が放出さ
れ，異質岩片として軽石質の火砕物中に含まれてい
ます（磯部・中島, 2001）．とくに，新島南西部にある
間々下浦
ま ま し た う ら

海岸南部の向山火山（第1図のD）の火砕物
中により多く見られます．2006年5－7月に，温泉変質
した火砕物から主になる粘土山を中心に調べました．
炭化した材化石が変質帯直下の火砕サージ堆積物か
ら採取され（第2図），樹種の同定を森林総合研究所
の能城修一博士，年代測定を産業技術総合研究所の
伊藤順一博士にそれぞれ依頼しました．その結果，
樹種がイブキの含まれるネズミサシ属の可能性があ
り（第3図），14C年代として35,810±630y.B.P.の値が
得られました（伊藤・磯部, 2007）．なお，イブキは新島
村の海岸付近に多く生育する針葉樹です.

新島南部の海岸で発見された石灰岩の海浜礫は，
大森・磯部（1974）によって報告されていますが，角
礫としては地層中からまだ見つかっていませんでし
た．2006年7月の調査時に石灰岩の大礫が新島では
初めて粘土山から採取されました（第4図）．なお，産
業技術総合研究所の中澤努博士に新島南東海岸の
亀見ヶ森
か ん み が も り

（第1図のF）から採取された海浜礫の石灰
岩について年代測定を依頼した結果，1Maよりさら
に新しく，現世の可能性もあるとのことでした.

新島の基盤岩は伊豆半島に広く分布する湯ヶ島層
や白浜層などの新第三系であるとされてきました．今
回間々下浦海岸南部の向山火山の火砕サージ堆積
物から採取された2種類の異質岩片に含まれるジル
コンについてU-Pb年代測定を海洋研究開発機構の
谷健一郎博士に依頼しました．試料のデイサイトは最
も多い異質岩片で，斜長石の斑晶が目立つ変質火山
岩です．一方，トーナル岩は黒田・安部（1958）の発
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第2図　材化石の採取された粘土山．左（遠景）・右（近景）の
矢印は標高20mの材化石の挟在個所を示す．

第1図　
新島村の地形と位置関係．この地図
の作成に当たり，国土地理院発行の5
万分の1地形図「新島」に一部加筆し
た．A：新島村博物館，B：湯の浜露
天温泉，C：新島ガラスアートセンタ
ー，D：向山火山，E：粘土山，F：亀
見ヶ森，G：阿土山火山，H：赤崎峰
火山，I：瀬戸山火山，J：夕日の丘，
K：酒仙水，L：カンビキ展望台，
M：半鐘森
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第5図　瀬戸山火山（第1図のI）西端の鳥ヶ島からの遠
景．山頂左下が調査した大きな露頭，その左側
侵食対策工の部分が旧露頭．手前の海岸道路背
後の地層は向山火山の火砕サージ堆積物．

見した花崗岩に相当し，新島南部の火砕物中にはわ
ずかしか入っていませんが，硬いために海浜礫の中
から見つかります．年代測定の結果，デイサイトは
0.77±0.08Ma，トーナル岩は測定できないほど新し
く，更新統であることが初めて明らかにされました

（Tani et al., 2008）．

2.2  テフラの観察

2006年5月に，新島火山を千葉大学生命・地球科
学専攻の卒論テーマにされた大学院生から新島村博
物館へ現地調査協力依頼があり，地質関係の館外研
究協力委員である筆者が対応することになりました．

大学院生は，新島の西約1kmにあり新島村最古とさ
れる地内島火山（一色, 1987）を覆うテフラの再調査
のために9月に来島されましたが，北東風による波が
高く調査地を島内に変更しました．筆者は，大三王
子神社西側の大きな露頭（第5図）が新島におけるテ
フラの新しい模式地となると考え，案内しました．吉
田（1996）は西隣りの旧露頭のテフラについて報告し
ていますが，9月に案内した新露頭は接近しやすく，
火砕物がほぼ水平に堆積するために観察により適し
ていました．

さらに同年11月に新島最北部の若郷前浜海岸南部
の護岸道路修復工事現場の露頭（第6図）へ案内しま

第6図　工事に際して出現した地層中の3枚の軽石層．1
は天上山テフラ，2は阿土山テフラ，3は向山テフ
ラ．

1

2
3

第3図　採取された材化石．樹種の同定と年代測定は別
の小片試料について行われた．

第4図　礫質石灰岩の大礫．温泉変質を受け劣化が著し
い．
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第7図　いきいき広場から見える向山北端部の火砕物に
付けられた車道（電柱に対応）．

した．神津島最新噴火の天上山テフラ（西暦838年）
と新島最新噴火の向山テフラ（同886年）に挟まれた
厚さ約3mの阿土山

あ っ ち や ま

火山（第1図のG）の噴出物が観
察でき，阿土山の噴火が一色・磯部（1976）による年
代に比べて約500年新しくなりました．以上の2か所
の観察結果は学術大会においてポスター発表され

（齊藤ほか, 2007），修士論文にまとめられました（齊
藤, 2008）．

2.3  向山火山溶岩の細区分

津屋（1938）と一色（1987）は向山火山の溶岩を細
分していませんが，伊藤（1993）は三つに区分し,その
噴出順を明らかにしました．なお，宮地（1965）は石山
東の道路沿いで，溶岩に上下を挟まれた火砕物を観
察しています．

瀬戸山火山に面する向山北端部（第7図）の火山地
形について，一色（1987）らは溶岩円頂丘，横山（1984）
らは火砕丘と異なる解釈をしています．2006－2007年
に向山北端部の車道沿いを中心に調査し，伊藤

（1993）による向山火山溶岩と火砕物の分布が部分的
に修正されました（第8・9図）．火砕丘であると誤っ
て解釈されたのは，車道が石山降下火砕物の分布域
を多く通り，火砕物が繰り返し観察されるためです．

第8図　
向山火山の溶岩区分
図．磯部・中島（2008）
に一部加筆．
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第9図の原図は後述する新島村博物館の野外行事
（ウォーキングと地質体験）の参考資料に，完成図は
開館10周年記念企画展にそれぞれ使用されました．

2.4  羽伏浦海岸南部の侵食溝

新島最南部にあるミサイル試射場西側には，長さ
0.8kmに達する侵食溝（ガリー）が形成されています

（第10図）．一方，大峯北方の標高約50mの火砕台地
東端部にも小規模なものが見られます（第11図）．そ
こで，羽伏浦海岸に斜交し大峯の火砕丘へ向かって
発達中の侵食溝（第12図）について，その形態と地質

との関係を2009年4月に調査しました．
侵食溝の谷頭部で地表下1.5m付近の火砕物中に，

地下水の大量に抜け出たパイピング跡（第13図）が複
数見つかり，その後退と湧水が密接に関係している
ことが明らかになりました．標高42m前後にも遷急点
が認められ（第14図），斜層理の発達する細粒の火砕
サージ堆積物［横山・徳永（1976）の向山－2ベースサ
ージ堆積物］からなる上部で緩く，粗粒の火砕サージ
堆積物（同じく向山－1）からなる中下部で急になり

（第15図），縦断形と地質がよく対応します．
上述した谷頭部の後退量を知るために，東京都地

第9図　
向山北端部の地質図と地質
断面図．磯部・中島（2008）に
一部加筆．
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第11図　羽伏浦海岸南部に発達する侵食溝．この地図
は縮尺2,500分の1東京都地形図「新島飛行場」
と「大峯」を接合し，最新の谷頭（一部）の位置
を追記したものである．数字と矢印は図の番号
と撮影方向．

第10図　向山火山の火砕台地から見える火砕丘へ達し
た侵食溝［磯部（2007a）による侵食溝］と露出し
た丸島峯火山の円頂丘溶岩（左奥）．防衛省に
よる「侵食遅延対策の状況調査」が2008年7月
の入構時に裸地化した火砕丘の斜面で実施さ
れていた．

形図（1985年6月撮影，同年8月測図）を用い，2009
年4月の実測値と比較してみました（第11図参照）．そ
の結果，23年10か月間に35mも後退し，年間後退量
は約1.5mと極めて大きいことが判明しました．ただ

し，大きな後退の発生した理由には，2000年7月の新
島近海地震による斜面崩壊（磯部, 2000b）と廃棄場
などの裸地化（第11図参照）に伴う雨水の流出が考
えられます．

3．地質の普及活動

筆者は新島村史通史編の自然の一部を執筆し（磯
部, 1996），村内や都内で開催された新島村博物館主
催の文化講演会（磯部, 2000a；2003）や年報（磯部,
2007a）でそれらの内容を紹介してきました．本章では
2006年以降の調査による新知見を多数取り入れた地
質の普及活動を紹介します．

第12図　羽伏浦から見上げた向山火山の火砕物からな
る海食崖と侵食溝．V字型の溝は出口付近で崖
に直交した後，大きく斜上する．崖下のスケー
ルは3m．

第13図　3mのスケール下部に空いた穴はパイピング跡．
背後は枯れかけた樹木と廃棄場．
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第15図　谷頭部から羽伏浦を望む．矢印は海食崖の肩．

第14図　侵食溝の縦断形と地質との対応関係．

3.1  新島村博物館における地質展示

3.1.1  開館10周年記念企画展

新島村博物館の開館10周年記念として，新島・式
根島の地形・地質に密接に関連した「新島村の道－
その形成と自然条件－」と題する企画展が以下のとお
り実施されました（第16図）．この企画展開催の契機
となったのは，2000年7月の新島近海地震による新
島北部での大規模な斜面崩壊（磯部, 2000b）と四つ
の単成火山を貫く新しいトンネルの開通（磯部・伊藤,
2003）です．

開催期間：2008年7月19日（土）～2009年2月20日
（金）の7か月間

開催場所：新島村博物館2階企画展示会場
来場者数：約3,350名（内講演会参加者34名）
講演会（会場説明会）：2008年11月9日（日）の午前10

時と午後2時の各1時間

企画展は，1）最新の道と廃止道，2）式根島の道路
の変遷，3）山道から車道へ，4）コーガ石運搬用索道
とトロッコの軌道，5）歴史を感じさせる道，6）海に消
えた道の六つのコーナーからなります．新島村におけ
る新旧の道が，多数の文章・図・写真パネル，地質標
本や模型を通して総合的に展示・解説されました．そ
の実施内容は，平成20年度新島村博物館年報に詳
しく報告される予定です．

第17図は，6）海に消えた道のコーナーに展示され
たパネルの一つで，磯部・安田（1995）を参考に作成
されました．しかし，火口側斜面の一部は，より粗粒
の降下火砕物によって覆われることがその後の地質
調査によって明らかになりました（第18図）．

3.1.2  常設展示の充実

新島村の道の企画展に使用された新島平成トンネ
ルの地質立体模型と新島村の石畳の絵模型は，企画

第16図　企画展会場での説明会．
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第17図　亀見ヶ森の大海食崖後退と道崩落との関係．磯部・中島（2008）に一部加筆．

展終了後に企画展示会場と同じ2階に常設展示され
ました（第19図）．新島（本村）の石畳には，溶岩円頂
丘の山麓で採取される流理構造の著しく角張った結
晶質溶岩，円頂丘上にある式根島の石畳には白っぽ
く円い軽石質溶岩がそれぞれ使用され，両集落の石
畳の違いが絵模型に表現されています．

1階の常設展示において，向山火山産のコーガ石
をはじめとする流紋岩の軽石質溶岩の標本が新島の
構成岩として展示されています．未展示であった結
晶質や黒曜岩質溶岩を含む3種類の大きな溶岩の標
本が玄関手前の道路脇に並べられ，白い解説プレー
トも最近設置されました（第20図）．なお，博物館の北
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第18図　大海食崖最上部の約150mにわたって露出する
降下火砕物．厚さ5m以上の粗い火砕物は火口
側へ20度前後傾斜し，海側に約30度傾斜した
火砕丘堆積物を覆う．

側に迫る赤崎峰
あかざきのみね

火山（第1図のH）をなすカミングトン
閃石流紋岩の円頂丘溶岩の一部が，地震や大雨によ
って和田浜の村道まで流下し，展示されたものです．

さらに，1階の化石展示コーナーに基盤岩の凝灰岩
標本3個が追加展示されました（第21図）．これらの凝
灰岩は，粘土山の火砕物中から異質岩片として採取
された火山豆石や植物化石の茎とイネ科の葉片入り
の地質学上貴重な標本です．

3.2  新島村博物館の主な行事

3.2.1  文化講演会

地質調査所と産業技術総合研究所在職中に新島
村博物館から依頼された文化講演会（磯部, 2000a；
2003）に加え，その後の2006年11月23日（木）に新島

（本村）会場，24日（金）に式根島会場で開催の文化講
演会において，若返る地質年代の実例として形成年
代が約500年新しくなった阿土山火山を紹介しました

（磯部, 2008）．参加者からは地震・火山噴火などの自
然災害に次いで，新島では海岸侵食と地下水，式根
島では両島の陸続き説と隆起した海食地形に関する
質問が多くありました．

3.2.2  ウォーキングと地質体験

晩秋の晴天の下に小学生以上の参加者が，瀬戸山
火山（第1図のI）を時計回りに徒歩で一周しながら地
形・地質を観察し，間々下浦海岸南部で化石を採取
する行事「新島村の地質を知ろう 第1弾」が，新島
村博物館によって以下のとおり実施されました．

日時：2007年11月25日（日） 午前9時～午後2時30
分

コース：夕日の丘（第1図のJ）～青峰山～酒仙水（K）
～いきいき広場～間々下浦海岸～湯の浜露天温泉

第19図　常設展示された地質立体模型類と新島最初の
空中写真(右奥). 遠景はサーフボードの常設展
示コーナー.

第20図　3個の円頂丘溶岩と新しい解説プレート．4枚の
案内板は円頂丘の模式断面，流紋岩の軽石
質・黒曜岩質・結晶質溶岩について解説されて
いる．スケールは1m．

第21図　化石入りの基盤岩として追加展示された3個の
凝灰岩礫．
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～夕日の丘（約8km）
参加者：24名

火山島には珍しい後期更新世の材化石（第2・3図
参照）と，噴火時の雨滴などに関連してできた火山豆
石入りの凝灰岩（第21図参照）の角礫が実際に採集
でき，参加者に大変喜ばれました．さらに，砂浜の変
化を素足で体験し，海浜礫を手ざわりで同定してもら
いました（第22図）．当日は波が小さく，沖合へ移動し
ていた粗い砂礫が砂浜へ戻りつつあり，砂浜を素足
で歩くと深く潜り，堆積傾向にあることが実感できま
した．手ざわり体験では，基盤岩のデイサイトは硬く
すべすべするのに対し，新島を造る結晶質流紋岩は
軟らかくざらざらし，感触の差からも簡単に区別でき
ました．

3.2.3  地質の日初回行事

新島南西部の湯の浜露天温泉の玉石（第23図）の
生い立ちと風化を探る観察会が，春のゴールデンウ
イーク最終日に以下のとおり実施されました．これは
地質の日に合わせた新島村博物館による第1回目の
行事で，ウォーキングと地質体験に続く「新島村の地
質を知ろう 第2弾」に当たります．

日時：2009年5月10日（日） 午前9時～11時30分
場所：湯の浜露天温泉とその周辺（約1.5km）
参加者：17名

巨礫からなる湯の浜では，地名のとおり高温水が
汀線付近から湧いていました．今では湯気も立たな
いため，間々下温泉井から60℃以上のナトリウム－塩
化物温泉水を引いて，湯の浜露天温泉が新島村によ
って1992－1996年に新設されました．南側の砂浜から
拾い上げられた人頭大の玉石（海浜礫）は浴槽の周
囲や通路などに大量に使用され，礫によって風化の
違いが明らかに認められます（第24図）．ただし，
間々下浦海岸の海浜堆積物は磯部（1985b）によって
報告されていますが，最近護岸工事用に花崗岩類・
ホルンフェルスなどの新島に分布しない角礫（岩塊）
が愛知県などから船で大量に搬入され，海岸で細礫
化しつつあり，観察時には注意が必要になりました．

まず海浜礫の供給源である南側の海食崖におい
て，開始時に配布された岩石標本2点（結晶質流紋岩

第22図　間々下浦における海浜堆積物の説明．

第23図　湯の浜露天温泉施設に使われた玉石．露天温
泉は瀬戸山火山の塊状・軽石質溶岩上に造ら
れている．遠景正面は第5図に示した露頭．

第24図　玉石とその風化状況．スケール上方の著しく風
化・侵食された礫は火山礫凝灰岩，その下方の
縞目のある礫は結晶質の流紋岩．



磯　部　一　洋― 16 ―

地質ニュース 661号

第25図　温泉浴槽横の玉石を熱心に観察する参加者．

とデイサイトの海浜細中礫1個）と同質の角礫を向山
火山の火砕サージ堆積物から採取してもらいました．
鳥ヶ島付近の砂浜へ下り，2種類の礫を確認した後，
基盤岩の火山砕屑岩，トーナルなどの礫を集め，海浜
礫の観察を行いました．なお，トーナル岩（花崗岩類）
の形成年代が世界最新であるとの情報もここで紹介
しました．

露天温泉で参加者は，玉石の種類と風化に関する
説明を受けた後，長さ1.6mのビニールテープを玉石
上に張り，数個以上の石をスケッチし，岩石名を記入
しました（第25図）．礫種としては，構成岩である結晶
質の流紋岩が多く，基盤岩のデイサイトと凝灰岩がそ
れに続き，トーナル岩も少しありました．なお，マトリッ
クスに海生動物化石入りの礫岩（第4図参照）も2個
見られました．

2時間少々の短い観察会でしたが，参加者の多くは
玉石の主な礫種と凝灰岩類の風化されやすさを理解
され，露天温泉観光ガイドへの意欲が十分に感じら
れました．当日は新島村商工会から数名の参加者と
ルーペの貸与がありました．

3.3  観光産業活性化への協力

富士箱根伊豆国立公園の新島と式根島は世界的
に珍しい流紋岩質の新しい火山島として極めて優れ
た観光資源を有しています．しかし，観光目的の来島
者数は伊豆諸島の他島同様に減少傾向にあります．
そこで，新島村の観光産業の活性化戦略として，観光
ツアーガイドの育成が急務となっています．

3.3.1  式根島自然観察ウォーク

東京都調布市からの観光モニターツアーの参加者
と，新島の観光協会・商工関係者ら約20名による自
然観察ウォークが，ガイドマニュアル監修のために
2008年11月15日（土）に式根島西部（第1図参照）で
実施されました．東京100景の一つカンビキ展望台

（第1図のL）下の駐車場を昼食後に出発し，元式根
島中学校理科教師による晩秋に咲く花々や果実など
の生物ガイドに，筆者による地質ガイドを加えた約2
時間のツアーでした．

今回の観察コースは溶岩円頂丘を覆う照葉樹林下
の遊歩道を通り，唐人津城

とうじんつしろ

を経て神引展望台へ戻る
ものです．唐人津城と神引は旧噴気地帯による露岩
地帯をなし，式根島火山が新島村にある単成火山の
中で最大規模とする大島（1999）の噴火シナリオに沿
って説明しました（第26図）．カンビキ展望台では，眼
下のカンビキ浦・中の浦・大浦の円弧状の入り江が
二次火口跡であるとの考え（伊藤・谷口, 1996）も併せ
て紹介しました．

3.3.2  島内観光資料作成への協力

新島の島文化と歴史に浸る一日と題する観光マッ
プが新島商工会によって試作されました．新島は江
戸時代の流刑地として流人関連の史跡が多く存在し，
このコースが最初に選ばれました．出発地点の新島
村商工会館東側の半鐘森（第1図のM）付近には，内
陸部の砂丘地帯（磯部, 1985a）が広がります．向山噴
火後に形成された砂丘上から新島南部の地質につい
て簡単な説明がなされます．流人牢屋跡・為朝神社

（第27図）・共同（流人）墓地・長栄寺・十三社神社を
経て，新島村博物館に至る比較的平坦なコースです．

第26図　礫砂漠を思わせる唐人津城での説明．
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なお墓地には，源為朝が上陸したとされる羽伏浦海
岸から運ばれた石英質の白砂が敷かれています．

4．おわりに

地方博物館には大学・研究機関から現地調査への
協力や資料の提供依頼がなされる一方，自然・人文
社会分野に関する新情報も多くもたらされます．その
ような理由から，筆者は新島村博物館を中心に地質
の調査とその普及活動を展開しています（磯部,
2007b）．その中で，新島村の地形・地質に関する多
くの問い合わせや資料提供の依頼があり，侵食溝（ガ
リー）などを調査する契機となりました．

地質の普及活動を新鮮かつ魅力的にするために
は，既存情報を駆使するだけでなく，新知見を常に
取り入れることが大事です．さらに火山島では，地
震・火山関連の新情報の入手もより重要です．上述
したとおり，外部研究者などとの積極的な研究交流
の結果，新島の地下深くにある酸性深成岩類の年代
測定値が驚くほど新しく，羽伏浦海岸南部にある侵
食溝の年平均後退速度が1.5mに近いなどの新知見

が得られました．
伊豆諸島の大部分の島々が玄武岩質の成層（複

成）火山であるのに対し，ほぼ南北に延びる火山フロ
ントから南西へ分岐する銭洲海嶺上の新島・式根
島・神津島だけが流紋岩質の単成火山です.なぜ，伊
豆諸島北部に新しい流紋岩質火山があるのかは，以
前から研究者の大きな関心事でした．地下深部のト
ーナル岩と地上付近の流紋岩の生成年代がともに若
いという新事実は，100年来の難問解決への糸口に
なるかも知れません．

謝辞：本稿の作成に当たり，産業技術総合研究所の
伊藤順一・中澤　努両博士，森林総合研究所の能城
修一博士，海洋研究開発機構の谷　健一郎博士には
地質試料の同定・年代測定を，産総研の中島　礼博
士には企画展の図表の作成と粗稿の閲読を，宮城磯
治博士には火山噴火に関する新情報を頂きました．
さらに，新島村役場，新島村博物館，新島村商工会
の職員や多くの村民には多大な協力を賜りました．
記して謝意を表します．
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